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第３回定例会議事日程 

 

１ 日  時    平成２８年５月１８日（水）午前９時 

２ 場  所    八王子市役所 議会棟４階 第３・第４委員会室 

３ 会議に付すべき事件 

第１ 第８号議案  八王子市立学校教職員の処置の内申について 

第２ 第９号議案  八王子市立学校教職員の処置の内申について 

４ 報告事項 

・定期監査結果に基づく措置について            （事務局） 

・学校運営協議会の運営状況について          （教育総務課） 

・平成２８年度学級編制の状況について         （教育支援課） 

・平成２８年度学校選択制の結果について        （教育支援課） 

・平成２８年度八王子市奨学生の決定について      （教育支援課） 

・「（仮称）八王子市いじめ防止対策推進条例」の制定について（指導課） 

・オリンピック・パラリンピック競技大会における本市に関係する選手の

応援について （スポーツ振興課） 

 

その他報告 
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【午前９時００分開会】 

○安間教育長  大変お待たせいたしました。本日の出席は５名でありますので、本日の

委員会は有効に成立をいたしました。 

これより、平成２８年度第３回定例会を開会いたします。 

    本市では地球温暖化対策、省資源対策の一環といたしまして節電等に取り組んで

おります。本定例会においても、照明の一部消灯を実施しておりますので、御理解

いただきますよう、お願いをいたします。 

    それでは、日程に入ります前に、本日の議事録署名員の指名をいたします。本日

の議事録署名員は輿水かおり委員を指名いたします。よろしくお願いいたします。 

    なお、議事日程中、第８号議案及び第９号議案は審議内容が個人情報に及ぶため、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項及び第８項の規定により、

非公開といたしたいと思いますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  異議ないものと認めます。 

――――――――――――――――――◇―――――――――――――――――― 

○安間教育長  それでは、それ以外の日程について進行いたします。 

    報告事項です。教育総務課から報告を願います。 

○小林教育総務課長  それでは、定期監査の指摘事項等につきまして、措置が完了した

ものについて、御報告いたします。 

報告ですが、学校教育部からは平成２５年度定期監査分が１件。生涯学習スポー

ツ部からは平成２６年度定期監査分が４件となっております。それでは、措置内容

につきましては、各所管より順次御説明いたします。 

○中村指導課長  定期監査結果に基づく措置の指導課分について、天野主査より説明い

たします。 

○天野指導課主査  それでは、定期監査に基づく措置について、資料に沿って御報告い

たします。 

まず１、所管部課でございますが、学校教育部指導課でございます。 

次に２、監査の種類でございますが、平成２５年分執行分定期監査でございます。 

次に３、指摘事項でございますが、教育センター汚水管修繕工事に係る事務処理



 
５

についてでございます。 

その内容、４、指摘内容でございますが、契約時に行う見積もりの比較は、消費

税相当額を控除した金額で行うことと、事務処理マニュアルでうたわれております。

しかし、今回業者から徴した見積書では消費税相当額込みのものであったにもかか

わらず、通常、業者は消費税相当額を控除した見積書を提出してくるものとの先入

観が念頭にあり、見積金額の確認が不十分のため、見積書等契約関係書類の内容に

ついてチェックを徹底し、事務処理の適正化に努められたいとの指摘内容でござい

ました。この指摘事項を受けまして、過払い金につきましては、速やかに事務処理

を行い、平成２６年３月１７日に市へ返還済みでございます。 

次に、５、措置内容でございます。先に申し上げました指摘事項を受け、その後

の措置について監査事務局への報告となりますが、過払い金の処理と今後の契約等

事務処理の徹底を報告したところでございます。 

最後に、通知日でございますが、指摘事項を受け、事務を正常化したのち、速や

かに監査事務局長に措置についての報告をすべきところ、これを失念しており、監

査事務局からの措置書類照会の通知、平成２８年２月４日を受けてから報告したた

め、通知日が平成２８年２月２４日となっております。 

御報告は、以上でございます。 

○塩澤生涯学習政策課主査  それでは、生涯学習スポーツ部の定期監査に基づく措置に

ついて、御説明いたします。 

本件は、平成２６年度に実施しました事業につきまして、平成２７年度の定期監

査において指摘された事項について、平成２８年５月１２日に措置通知を送付しま

したので、その内容について報告するものです。 

それでは、別紙２をご覧ください。まず初めに、今回の定期監査における意見要

望事項及び所管課については、次の４項目でございます。 

まず１番目が、八王子市シルバー人材センターとの業務委託契約について。こち

らの所管は学習支援課、文化財課、こども科学館となっております。 

２番目に、備品の適正な管理について。こちらは、スポーツ振興課とスポーツ施

設管理課となっております。 

続きまして３番目、補助金交付事務について。こちらにつきましては、スポーツ
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振興課と文化財課となっております。 

最後に４番目、スポーツ振興事業実施の際の決裁手続きについて。こちらは、ス

ポーツ振興課が所管となっております。 

それでは、意見要望内容及び措置内容につきまして、別表、Ａ３判の横書きの資

料をご覧ください。まず１番目の、八王子市シルバー人材センターとの業務委託契

約についてでございます。当該所管課における委託契約において、派遣契約と読み

取れる文言があるとの指摘がございました。これに対しまして、当該所管課におき

まして、措置日以降の契約について、仕様書の文言を整理しまして、適切な見直し

を行ったところでございます。 

続きまして、２番目の備品の適正な管理についてでございます。当該所管課で管

理する備品について、実際には廃棄や所管替えを行っていたにもかかわらず、備品

台帳上で廃棄等の適切な処理が行われていないとの指摘でございました。これに対

しまして、当該所管課において備品の総点検を実施し、備品台帳と実態に相違があ

るものについては、台帳の修正を行い、備品管理の適正化を図ったところでござい

ます。 

続きまして、別表の２枚目になります。３番目の補助金交付事務についてです。

当該所管課で実施しております各団体に対する補助金交付事業について、団体から

の実績報告における領収書の不備のほか、電子マネーやクレジットカードなどの支

払いや、販売店におけるポイント制度の利用などが不適切との指摘を受けました。

これに対しまして、当該所管課において、交付団体に対して実績報告書の提出方法

のほか、電子マネーやクレジットカード、ポイント制度を使用しないよう通知や説

明会などで周知を図ったところでございます。 

最後に、４番目のスポーツ振興事業実施の際の決裁の手続きについてでございま

す。当該所管課で実施する事業について、決裁がなく、意思決定がないまま事業が

実施されていた旨、指摘を受けました。これに対しまして、指摘日以降に実施する

事業については、実施に先だち意思決定を行うこととしました。 

措置内容等は以上になりますが、これらの措置通知を平成２８年５月１２日に監

査事務局に提出したところでございます。 

説明は以上でございます。 
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○安間教育長  ただいま定期監査結果に基づく措置についての報告が終わりました。 

本件について、御質疑はございませんか。 

○輿水委員  質問します。学校教育部指導課です。指摘内容等についてはわかりました

が、措置内容についてです。ここでは、これから後どうしようかということは、

「財務部契約課作成の事務取扱マニュアルを参照し、同じ誤りをせぬよう」という

ふうにありますけれども、これは従前と何が変わったのでしょうか。今までも、措

置マニュアルはあったのですか。それとも、今回の件を受けて措置マニュアルを新

しく作成されたということでしょうか。さらに、今まであったものを何らかの形で

修正、改善されたということでしょうか。質問です。 

○天野指導課主査  事務取扱マニュアルにつきましては、従前よりございました。事務

を進める上で進捗をしっかり確認できていなかったので、その事務処理経過をお互

いに職員同士でしっかりと確認していくという意思を、職員で確認いたしました。 

○輿水委員  何も変わらないということですね。 

○中村指導課長  事務マニュアルにつきましては変わっておりません。それの読み方と

いうんですかね、職員の思い込みで、当然消費税５パーセントが抜けているものだ

と思っていたものを、実際には見積もりの中に入っていたんですね。それを見落と

したということですので、本来であれば、そういう見落としてはいけないものを、

当然消費税が外にあるべきものを見落として、そのまま支払ってしまったというこ

とで、もう一度マニュアルを見ながら、そこは徹底して、今後処理していきたいと

いうことでございます。 

○輿水委員  非常に初歩的なミスだと思います。内税にするか外税にするかとか、見積

書にそれが入っているかどうかは、もう当然当たり前のチェック事項ではないです

か。それを見落とすとか見誤るというのは、やはりどこかが緩んでいるのかなとい

う気がしたわけです。であるならば、同じものを同じようにして注意しましょうね

ということでは、本当に市民に対して、これで安心してくださいと言えるのかなと

いうのが、ちょっと心配で質問をいたしました。 

ですから、ここの場合は事務取扱マニュアルを参照するときの参照の仕方である

とか、チェック項目の洗い出しであるとか、しかも係の方も次々に入れ替わるのだ

ろうと思いますので、今まで何回もやっている方であるならば当然のことでも、他
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部署からいらっしゃったり、新規採用であったりすると、大事なことが抜けるとい

うことが危惧されるのであるならば、ならばそれが起こらないような具体的な改善

事項がここにないと、大変心配かな。過払い金の戻入、または調整というのは、非

常に大変な事務だろうと思います。具体的な改善事項、ぜひ御検討いただき、市民

の目にもわかるような形でお示しいただけたらというのが私の意見です。 

以上です。 

○安間教育長  ありがとうございます。これに対して何かございますか。 

○廣瀬学校教育部長  おっしゃるとおり、この初歩的なミスということでございます。

私のほうには、今まで一人の職員がやっていた部分については、必ず複数の目で対

応する、そしてチェック印をつけて対応するというふうには聞いております。その

辺のチェック体制をしっかり構築して、今後詰めていきたいというふうに考えてお

ります。よろしくお願いいたします。 

○安間教育長  ほかに御質疑、または御意見等はございましょうか。 

○輿水委員  質問です。もう一つのほうです。八王子市シルバー人材センターの業務契

約のところです。質問します。 

学習支援課、文化財課、こども科学館と、所管部署が三つに分かれているのはよ

くわかりました。それぞれにシルバーの方が行ってくださっているというのもわか

りました。でも、契約というのは、この所管それぞれで同じ契約書となっていると

いうことですよね。 

○塩澤生涯学習政策課主査  契約書につきましては、シルバー人材センターが契約先と

いうことになっておりますので、内容についてはほぼ同様のものになっております。

ただ、その中に含まれます仕様書につきましては、業務ごとで内容が異なってまい

りますので、それぞれの所管で内容のほうは記されているということになっており

ます。 

○輿水委員  わかりました。そうではないかなと思いました。と言いますのは、その措

置内容というのが所管ごとで修正、削除になっていたり、全部削除になっていたり

しますので、きっと仕様書が違うのかなというふうには思ったのですけれども、一

応確認をしておきたいと思って質問いたしました。仕様書が違っているので、それ

ぞれの措置があったというのはよくわかりました。 
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以上です。 

○安間教育長  ほかに御質疑等はございますか。よろしゅうございましょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、続いて教育総務課から御報告をお願いします。 

○小林教育総務課長  それでは、学校運営協議会の運営状況について、御報告をさせて

いただきます。詳細は、堀川主査より説明いたします。 

○堀川教育総務課主査  本件は、八王子市立学校における学校運営協議会の設置等に関

する規則第１３条第３項の規定に基づき、各学校の学校運営協議会より報告があり

ました平成２７年度の運営状況について、報告させていただきます。お手元の資料

をご覧ください。 

学校運営協議会を設置した学校を、指定された年度ごとにお示ししております。

平成２７年度に学校運営協議会を設置している学校でございますが、合計５０校、

指定しております。 

続きまして、各協議会の開催回数でございます。おおむね月１回、平均して年１

１回程度の開催となっております。 

続きまして、協議事項及び取組の内容でございます。比較的指定年度が浅い学校

につきましては、保護者、地域への広報誌等による周知や、支援組織の立ち上げな

ど、これから本格的に活動するための取り組みが中心となっております。指定され

てから年数が経っている学校につきましては、学校の教育活動や学校評価アンケー

トに対して意見を述べる。授業見学による授業評価の実施、また教員との懇談会が

実施されるなど、学校経営に参画する学校運営協議会が多く見られるようになって

おります。また、学力向上の取り組みとして、漢字検定や日本語検定等、各種検定、

試験の実施、放課後や夏季休業期間中の補習授業の実施など、基礎学力の定着を図

っていく学校が多くございます。また、スクールコミュニティの観点から、学校を

拠点とする地域の交流機会の充実を図る、地域祭りや地域防災訓練の実施など、地

域とつながる学校づくりが進められております。 

続きまして、成果でございます。家庭学習の定着の支援や、さまざまな補習授業

等を実施し、学校と地域、家庭の連携により、地域の子どもたちの学力向上を図る

ためのさまざまな取り組みが行われております。授業見学による授業評価も多くの



 
１０

学校で実施され、また学校評価を学校運営協議会による客観的な分析が行われ、よ

り有効に活用されております。 

広報活動につきましては、地域運営学校であることの周知から、活動内容の周知

へと変化してきております。また、中学校を中心とした小中合同の学校運営協議会

や熟議を実施し、それぞれの課題や活動内容等の情報共有が行われ、その後の活動

に役立てられております。連携につきましても、保育園も含めた保幼小の連携にま

で発展している学校も増えてきております。 

続きまして、課題でございますが、さらなる学校運営への参画や、地域の人材の

発掘、育成などが挙げられます。ボランティアなどの学校支援の人材は固定化され

ており、保護者を初めとした地域に眠っている知識や経験を持つ人材を発掘するこ

とが課題となっております。また、防災訓練を初めとした地域行事への参加が少な

いため、さまざまな情報発信の方法が必要となっております。 

最後に、今後の取組でございますが、中学校を中心とした小中学校の連携強化、

地域人材の発掘及び活用が挙げられております。また学校、特に教員との連携協力

体制の強化が同じく挙げられております。また、防災訓練の高まりから、地域から

の要望による防災訓練の実施や、地域防災体制の構築など、地域の各団体との連携

強化を進め、地域とともに取り組むことが挙げられております。 

説明は以上でございます。 

○安間教育長  ただいま学校運営協議会の運営状況について、報告が終わりました。 

本件について、御質疑はございませんでしょうか。 

○和田委員  幾つかあるんですけれども、この学校運営協議会の必要経費の扱い等につ

いて、確認をさせてください。浅川小学校でＴシャツの販売活動をしていますよね。

こういう販売活動をするということについて、制約等がないのかということや、そ

れから、その成果として学校備品のサッカーゴールを購入したというふうな、そう

いう表記になっているんですけれども、こういう活動について、学校運営協議会の

制約であるとか、そういうものがないのかということが一つ、また、学校をペンキ

で塗るなどの活動が行われていますけれども、そのペンキ代とか、そういう活動に

必要な費用というのは、どういうところから賄われているのか、あわせて、結局そ

ういう活動についての必要経費というのは、教育委員会としてはどういうふうに支
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出しているのか、していないのか。この辺を、まずちょっと教えてください。 

○小林教育総務課長  学校運営協議会の必要経費でございますが、予算的には学校配当

予算という形で、各学校１０万円、新規校は１５万円、配当させていただいており

ます。その中で、消耗品等を買ってくださいということになっております。Ｔシャ

ツ販売等については、自分たちの活動費をつくっていこうということで始めた取り

組みでございますので、特段、制約を設けてはおりません。 

これは校費ではございませんので、自主的な活動であり、ゴールポストについては

学校への寄付という形になろうかというふうに思っています。 

またペンキにつきましては、これは学運協の取り組みということであれば、それ

を消耗品として購入することは可能でございます。 

○和田委員  学校配当予算の中でですか。 

○小林教育総務課長  学校配当の予算となります 

○安間教育長  いかがでしょう。 

○和田委員  ちなみに、このＴシャツって、何か書いてあるんですか。学校のマークが

入っているとか、何かそういう呼びかけがあるような、そういうＴシャツなんです

か。それが１点と、もう一つは、お金のことに関してお伺いしたいんですけれども、

日本語検定を推進しているような動きがありますけれども、これも経費がかかって

いますよね。あるいは、検定をするに当たっての実施費用というのが支払われてい

る、要するに監督をしたり、そういう会場を貸すということについて、お金が支払

われているんではないかと思うんですけれども、そういうやりとりは学運協と、そ

ういう検定の会社とのやりとりになっているということでよろしいんですか。Ｔシ

ャツのほうは分かればいいということなんですけれども。 

○堀川教育総務課主査  Ｔシャツの柄につきましては、高尾山をモチーフにした浅川小

学校のマスコットキャラクター「あさっ子」が描かれております。 

続きまして、検定のほうですけれども、検定のほうは逆に会場を貸すということ

で、お金が入ってくるんです。そこの窓口になっているのは学校であったり、学校

運営協議会の方であったり。補助で入る方についてはボランティアとなっておりま

すので、特にそちらへの支払いは生じておりません。 

○小林教育総務課長  英検とか日本語検定を実施した場合、検定会場の運営ということ
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で幾らかのお金が入ってきます。これは、これまで、学運協がない時代からも行っ

てきました。学校が主体的にやったとしてもＰＴＡの収入にするとか、公費ではな

く、私費として扱っていました。現在、学運協がある学校につきましては、学運協

がＰＴＡとかボランティアとかを募って、収入を得ているということになります。

しかし、これらの収入については、学校畑で栽培する種や苗を買うなど、子どもた

ちへ還元していると聞いております。 

○和田委員  活動が活発になってくると、いろいろな経費がかかってくるということで、

いろいろな取り組みが行われているんだろうというふうに理解しています。そうい

う中で、費用が足りないとか、もうちょっと予算を増やしてくれとかという、そう

いう要望というのがないのかどうかというのが一つと、先ほどのように、今度いろ

いろな検定試験なんかのときに、学校や学運協にお金が入るようなことになったと

きの、その管理の仕方みたいなものも、やっぱりこれからきちんとしていかないと

いけない部分も出てくると思うんですけれども、後半のほうはいいとしても前半の

ほうの要望とかというのは、今、活動に関しての要望というのは、特にないんでし

ょうか。もっと予算を増やしてほしいという。 

○小林教育総務課長  予算の部分でいいますと、さまざまです。この１０万円の需要費

で十分足りているという学運協もございますし、本来の学運協の活動ではない、地

域とお祭りをするとか、何か連携している学運協については、そういう運営費が足

りないというご意見は聞いております。また、独自に放課後学習教室や補習教室な

どを運営している学運協もありまして、そのような学運協は、学習指導にあたるボ

ランティア謝金が足りないなどの話は聞いております。それらの独自の取組みを行

うために、先ほど出ました各種検定の運営収入やＴシャツ販売、バザーなどを行い、

独自予算を確保して運営していると聞いております。 

ただ、本市が目指している学運協、すなわち支援組織や実行部隊ではなく、学校の

頭脳集団、または学校の教育委員会としての役割を果たしていただければ、現在の

１０万円の予算でいけるんじゃないかなと思っています。 

○和田委員  せっかく各学校に１０万円を支給していて、使う学校と使わない学校が出

てきたというふうに、こちらとしては、ぜひ積極的に活用しているところについて

は、そういう市全体で予算化している費用がきちんと使われる、必要なところに回
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るような、そういうような仕組みもあってもいいんではないかなというふうに思っ

ていますので。ある意味で、いろいろ学運協にしても、八王子の施策としては学校

の主体性ということを非常に重要視しながら施策を行っていますので、一生懸命や

って必要なところには、そういう費用が回るような、そういう仕組みもつくってい

ったらどうかなというふうに思っています。内容的には、非常に各学校特色を生か

して行っていますので、毎年内容的には充実したものになっているというふうに、

私たちは思っていますけれども。経費の件だけ、お伺いさせてもらいました。 

○安間教育長  ありがとうございました。 

○小林教育総務課長  経費については、学校配当予算に入っていることを、学校運営協

議会の委員の皆様が承知していなかったということもありまして、学校運営の中で、

使われている学校もありました。しかし、３年ほど前から、学校運営協議会の予算

として配当しているよということを、会長あての通知などで周知するようにしてい

おります。 

○安間教育長  ありがとうございました。今の和田委員の御指摘で、学校運営協議会が

持っている独立性だとか、かなりの自由度があって運営できるんだということも同

時に確認できたのはよかったかなと思います。ただ、和田委員の御指摘はやんわり

とだったんですけれども、今後これが定着していったときには、逆にどんなふうな

ことができるんだよということと同時に、何らかの歯止め、要するに地域の方々、

ちょっと不公平さを感じちゃうとか、そういうようなことが起こらないような何か、

そういったガイドラインみたいなものも考えていく必要があるのかなという、その

ような御指摘だったろうなと思います。本当にありがとうございました。 

ほかにございますでしょうか。 

○村松委員  おはようございます。何点か質問がございます。これ２７年度運営状況報

告からの抜粋と書いてあるんですが、この抜粋ということは、他にも課題というか

何かそういうものを報告していただいていると思うんですけれども、それはどうい

うレジュメがあって、どういう形で報告されているのかというのをちょっとお聞き

したいのと、あとこれ多分それぞれに見ているんですけれども、この報告というの

はどなたが書かれて提出されているものなのか。それと、この開催回数１１回、１

０回、１３回と書いてありますけれども、この中で委員さんたちがどのくらいの割
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合で出席している、欠席しているというのも書いてあるのかというのを、ちょっと

知りたいところなんですけれども、いかがでしょう。 

○安間教育長  ３点の御質問ですが、大丈夫ですか。 

○堀川教育総務課主査  まず、抜粋についてですけれども、こちらの内容につきまして

は、ほぼ原文ですけれども、一部書き切れないところにつきましては、抜粋といい

ますか内容を変えずに、少し文章を短くしております。ですから、各学校から上が

ってきたものにつきましては、ほぼそのままの情報になっております。 

学校運営協議会の参加人数につきましては、それぞれの学校でないと、わかりま

せん。 

報告書につきましては、それぞれ学校にもよりますけれども、恐らく大部分の学

校は学校側でつくったものを、例えば協議会の中で１回お諮りをして提出という形。

報告したのは学校運営協議会の会長になります。 

○小林教育総務課長  原案をつくっているのは、主に各校の副校長先生だと思っており

ます。 

そして、その原案を、学運協の中で審議し承認を得て、ご提出いただいているもの

と考えております。 

○村松委員  報告書、出欠席というのは、これは報告しないというのは、これはなぜな

んでしょう。 

○小林教育総務課長  学校運営協議会のこの報告につきましては、運営状況について報

告するという規定があります。これは、各学校運営協議会が、校長と共に学校運営

について考えるなど、しっかり学校運営協議会の役割を果たしているかどうか確認

するためだと思っております。 

ただ、確かに村松委員のおっしゃるとおり、学校運営協議会委員の出欠席の状況が

把握できると、各校のこの委員さんが年間数回しか出ていないなど、そういう状況

も把握できるようになるので、来年度以降の報告書の書式については、検討して行

きたいと思います。 

○村松委員  今６０校近く学運協をしていただいている中で、１０８校全部目指してい

くんですね。そうなると、やはりこれからそういう細かいことも、多分書記さんが

いるはずなんですから、そういうこともしっかり書いて、例えば、学識経験者の先
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生がお見えになって、そういう方たちからの意見がどういうふうに発言されて、ど

ういうふうに生かされているかというのを、やっぱり残していかなくてはいけない

と思うんです。ですから、やっぱり書記さんですとか副校長先生は大変になるかも

しれませんが、そういうことも記入していっていただきたいというのが要望です。 

それで、先ほど会長さんというふうにおっしゃっていましたけれども、学校の報

告事項を見てみますと、たくさん書いていただいているところもあれば、本当に一

行しか書いていないというところもあるんですね。例えば、さまざまな分野のボラ

ンティア、ゲストティーチャーが必要である、課題、そういうふうにおっしゃって

いるんですけれども、それに対して、どういう取り組みがされているのか。今後の

取り組み、学校ボランティアの組織化を図る、ではその組織化を図るに対しては、

どういうふうに組織化していくのかというところが、本当の今後の取り組みだと思

うんですけれども、そういったところを教育委員会のほうから、やはり学校運営協

議会の皆さんに少し助言をするという取り組みもしていかないと、やっぱり学校に

よってばらばらだと思うんですね。ですから、ちょっとその辺のアドバイス的なも

のを今どういうふうにお考えなのか、ちょっとお聞かせ願いたいんですが。 

○小林教育総務課長  学校運営協議会の運営でございますが、学運協は独立した組織で

すので、教育委員会が指導するというものではないというふうに考えております。

その学校の課題や児童・生徒たちをどのように育てるか、そのようなことを学校長

と一緒に考える機関だというふうに考えております。ただ、委員がおっしゃるよう

に、助言や支援などが必要な場合がありますので、そのような場合は適切に対応し

てまいりたいと考えております。また、事務局では、新任転任の校長副校長対象の

研修会や委員対象の研修会、さらには情報紙も発行しておりますので、そういうと

ころでしっかり、意識啓発や資質向上、そして情報共有を図っていきたいと考えて

おります。 

   以上です。 

○村松委員  わかりました。ただ、例えば、拝見しますと、教員のさらなる意識の向上

が必要とか、当たり前のことと言ったら失礼ですけれども、本当にそのままのこと

が書いてあるんですね。こういったところ、だからこそこういう報告をしていただ

いて、学校評議会とは違うんだよということで学運協を立ち上げていくわけなんで
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すから、もちろん独立性というのも大事なんですけれども、やはり長くやっている

ところも、いろいろと見えなくなっているところもあると思いますし、新しく立ち

上げていくところも、分からないというところが出発点だと思うので、やはり教育

委員会が、少しでもよくなるように助言というかアドバイスを、この報告書に基づ

いてやっていくというのが、私は本当に必要なことだと思うので、ちょっとまた学

運協がこれから立ち上がっていく中で、私もしっかり考えていきたいなというふう

に思っています。ぜひ、この報告事項というのを、もう少し詳しく書いていただけ

るような、そういう助言もしていただければなと思います。 

以上です。 

○安間教育長  ありがとうございました。拡大と同時に中身の充実というような御提案

だと思います。やはり我々も状況をちゃんと把握して、例えば、先ほどの和田委員

のお話があったように、こんな特別な取り組みをしている学校もあるんですよなん

ていうことを情報提供していくと、ほかも役に立つかもしれませんしね。そういっ

た意味での内容の充実に関する御提案だったろうというふうに思いますので、前向

きに検討していきましょう。 

ほかに御意見はございますか。 

○星山委員  ３点ほどなんですが、今までの皆さんの議論を踏まえてなんですが、一番

は最初に和田委員がおっしゃった、自立的な経費の管理とか、どういうふうに運営

をしていくかということに関して、初期の時代はやっぱり学校数が少なかったので、

まだ試行錯誤の時代だったように思いますが、ここまで増えてくると、かなり傾向

も見えてきて、そこに関して非常に積極的にやっていらっしゃる学校と、与えられ

た配分額だけでやっていらっしゃる学校が出てくるのが自然の流れかなと。 

一番最初に学運協にかかわったとき、私三鷹市の事例というのを随分みんなと勉

強したんですけれども、あそこなんかはやっぱりＮＰＯにまでしていて、自分のと

ころで自立的に、もちろん子どもたちに還元するために、ある程度の利潤を上げる

ということに関して、自分たちはボランティアでやっているから、それを一緒に考

えることが楽しみにもなるという捉え方かなと思ったので、その辺の意識づけはど

ういうふうにしていくかというのを、方針をちょっと打ち出したほうが、何かお金

をそういうふうにしたらいけないのか、それともそれをどういうふうに使っていく
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かというのを、やっぱりちょっと市で決めていかないと、大分ばらけて来たなとい

う印象を受けました。個人的には、子どもたちのためにプラスで循環していくので

あれば、皆さん知恵を出し合って、その活動で楽しく参加率が上がればいいのでは

ないかなというふうに成功事例を見ていると思いました。これが１点目です。 

それから、２点目ですけれども、この表に出てこないんですが、多くのところの

課題に人材の育成、それからボランティアの確保という地域人材をどうやって学校

のニーズとつなげていくかが必ず出てくるわけです。これも初期の時代は、非常に

特定の人物の御尽力によりまわっているんですが、もう大分何年かたってきたとこ

ろは人が入れかわって困っていらっしゃるんじゃないかなというようなお話もよく

伺いますので、その辺の人材が地域に根づいて、循環していくというのは、かなり

長期的な視点がいると思います。この点に関しても、かなり市がバックアップして

いかないと、そこにお任せしたから、誰かいるかなというやり方だけではなかなか

厳しいんじゃないかと、繰り返し出ている課題かと思います。 

そこで、はっきり出てこないんですけれども、前もよく申し上げていたんですが、

学校のニーズと地域の人材をつなげるコーディネーター役の人って絶対必要で、こ

の方が副校長先生とか学校になってしまっていると負担になってしまうし、その人

物が地域に育っているところはうまくまわっているのだと思います。ですから、そ

の学校コーディネーターさんに対して、積極的に、その人をどうやって育成してい

くか、どうやって横につなげていくか、これはやっぱり市が手伝わないと、学校任

せではかなり難しいのではないかなと思いますので、その要になる人というのは、

きちんと私たちも長期的に育成していくという、そういうストーリーを書いたほう

がいいのではないかなと思いました。 

３点目なんですけれども、いろいろな市のいろいろな取り組みを見て、また八王

子に戻ってくると、やっぱりすごく広いな。ただ、私も前からずっとこの学運協に

関して、いつかは全校にしたいということや、もう今だんだん半分になってきたと

いうのは、私は八王子はとてもいい取り組みだと思っていて、今うまくいっていな

い地域を見ると、やっぱり地域とつながっていないところが圧倒的なんですよね。

だから、やっぱりチーム学校でやっていくためには、学運協は絶対推すべきものだ

と思いますし、大きい市で、もしうまくいけば、とても先駆的な事例にはなるので
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すが、このままで本当に大丈夫かなと思うのは、小さい市でも難しいので、よく私

が伺っていると聞くのは、この学校はできるけど隣の学校はできませんよとか。う

ちはもうみんな共働きでいっぱいいっぱいで、ボランティアをやれる人なんてとて

もいません、地域活動できませんというような学校もやっぱりあると思うのです。

そうすると、やっぱり今度は学校同士でネットワークを組んであげないと厳しいだ

ろうな。そうすると、幾つかブロックをつくるとか、何かもうちょっと広域のマッ

プを描いて、どこが学運協で、どこまでがつながっていて、どこに人材が眠ってい

るかというのを、もう少し生態系で整理してあげないと、そこで頑張っている人だ

けではどうしても解決できない問題があるのではないかなということをいつも感じ

ています。 

以上の３点です。 

○安間教育長  ありがとうございます。次のステップへの三つの視点をお示しいただい

たのですが、何か所管からお話はありますか。 

○小林教育総務課長  今、星山委員からいただいた意見につきましては、確かに学運協

の方針だったり、ブロックの編制等については、やはりもう半数が移行しているわ

けですし、またこれから近いうちに全校実施ということで目指しておりますので、

そういう点からも、ここはもう検討していかなければいけないところだというふう

に思っております。 

また、コーディネーターにつきましては、今、学校支援事務局というところがあ

りますけれども、またそこは学校運営協議会の運営というか方針と、また一緒に、

どのような形にしていけば一番いいのかというところも、また考えなければいけな

い時期なのかなというふうには考えております。 

以上です。 

○輿水委員  幾つかあります。一つ目です。私も、これ特色を出すことが大事かなと思

います。みんなが足並みをそろえてというよりは、この報告を読んだときに、これ

はあそこだなってわかるような、そういう報告が欲しいなと思います。学校名がな

くても読んだだけで、取り組みの状況や成果とか課題を見て、これはあそこの地域

だって、そんな報告ができるためには、やっぱり特色ある活動を楽しんでやってい

ただきたいなと。とすると、営利目的ではないけれども、楽しんで何か利潤を得、
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利潤をその活動に生かしていって子どもたちに返すという方向もありかなと思いま

す。ただ、得たお金の管理とか、それで購入するものの用途とか、これからそれを

認めていく方向でいくならば、気を付けなくてはいけないことはここなんだよとい

うフレームをかけるかということを考えるということがいるのかなというのが一つ

です。 

もう一つ、この前、前の教育長がいらっしゃったときに、学運協の会をいたしま

したよね、講師を呼んで研修会。その研修会、大変好評だったというふうに記憶し

ています。そのときに、この１０万円というのは知らなかったという人が、あそこ

にいたという事実。それで、よく知っていらっしゃる方がスリッパも買いましたと

いうふうな、報告もしていただきました。やはり、広報と情報の共有というのは、

すごく大事だろうと思います。このお金の部分もそうですけれども、内容も、こん

なことをしてこんな成果が上がったということを、ぜひそれがわかるような報告書

であり、また広報であるということがいるのかなと思います。 

ついては、所管から学校に送られている報告書のワークシートといいますか書式、

あれが、あのままでいいのかなと、何か書いたことをそのままコピーして下にも書

けばいいみたいな感じになっていないかな。あの書式をもう少し書きやすいもの。

村松委員は、もう少し細かくとおっしゃいました。それも必要なときがあるでしょ

うけれども、私はもう少し簡素にというのも思っています。何か書くというのはす

ごい負担で、事細かく書けば書くほど負担でというところは、実際にそういう仕事

をしていたものにはあるのです。だから、絶対必要なところこそ、村松委員がおっ

しゃるように詳しく。あとそんなにではないところは簡素に。何が必要で何が必要

でないかは、出てきた報告書をどう使うかにかかっていると思うのです。書かせる

ことが目的ではなくて、出てきたものをどう使うか、こう使うためにはこういう項

目がいるのではないかというところで御検討いただければ。また、実際に書いてい

らっしゃるという副校長先生に、副校長会でもいいですので、どうやれば書きやす

いかというところも聞いてみるというのも一つの手かなというふうに思います。 

ちょっと時間がありましたので、年度初めのときに幾つかの運営協議会を回りま

した。本当に一生懸命です。学校が本当にきれいになったな、どの学校に行っても

環境整備は本当に力を入れてくださっているなというのは私も思うところです。で
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すから、そこを評価する。うんとではなくても変わってきたとか、そういうことは

ずっといると気がつかないので、たまに行く私たちとか、そういう人たちが、変わ

ってきたと言って差し上げることが元気になって、次のエネルギーになるかと思い

ますので、できるだけ折を見て足を運びたいなというふうに思います。 

最後ですけれども、これをまとめるのはすごく大変だったろうというふうに思い

ます。でも、これがあるから私たちも５０校ものことがわかりますので、参考にさ

せていただいて、これを見ながら参加させていただきたいと思います。お疲れさま

でした。 

○安間教育長  ありがとうございます。本日、各委員の皆様から運営の内容や運営の仕

方について、学運協の次のステップへの提言を幾つもいただけたかなと思いますの

で、事務局のほうで、よく精査して、それを目指してまいりましょう。この件は、

これでよろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、続きまして教育支援課から３件、御報告を願います。その１

件目と２件目、平成２８年度学級編制の状況についてと平成２８年度学校選択制の

結果について、これは相互に関連しておりますので、一括で御報告をお願いいたし

ます。 

○穴井教育支援課長  それでは、平成２８年度学級編制の状況についてと、続けて、平

成２８年度学校選択制の結果について、御説明をさせていただきます。詳細につい

ては、担当の山田主査のほうから説明いたします。 

○山田教育支援課主査  平成２８年度学級編制の状況につきまして、御報告させていた

だきます。お手元にございます資料をご覧いただきたいと思います。１ページの１、

学校数・児童生徒数・学級数になります。こちらは、東京都へ届け出を行いました

平成２８年４月７日現在の数となっております。小学校は７０校、児童数２万７，

７６０人、対前年度比マイナス７０人。学級数は９５０学級、対前年度比プラス４

学級となっております。中学校は３８校、１万３，２２８人、対前年比マイナス２

２７人。学級数は３９７学級、対前年度比マイナス２学級となっております。また、

その下には東京都の学級編制基準を掲載しております。こちらにつきましては、昨

年度に引き続きまして、小学校２年生は３５人学級対応加配、中学校は１学年にお
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きましては、中１ギャップの予防・解決のための教員加配が行われております。 

続きまして２番、学級数別学校数の一覧となっております。こちらにつきまして

は、平成２７年度と同様の数となっておりまして、大きな変化はございません。 

続きまして、２ページ目をごらんいただければと思います。まず６番の第六小学

校の日本語学級は、２９人の２学級となっております。また、小学校２学年の加配

該当校は１５校となっております。４番第四小学校、７番第七小学校、８番第八小

学校、１４番小宮小学校、１６番宇津木台小学校、１８番横山第二小学校、２３番

山田小学校、２５番の緑ヶ丘小学校、２８番上壱分方小学校、４８番みなみ野小学

校、４９番みなみ野君田小学校、５０番七国小学校、６２番秋葉台小学校、６９番

の鑓水小学校が、こちらの学級規模の縮小を選択しております。６８番の長池小学

校におきましては、ティームティーチングを選択しております。 

続きまして、その裏面、３ページ目をごらんいただければと思います。こちら中

学校の学級編制の一覧表となっております。第５番の第五中学校夜間学級につきま

しては、３４人の３学級。２４番の打越中につきまして、日本語学級が２１名の２

学級となっております。中学校、第１学年の加配該当校は１４校となっております。

１番第一中学校、２番第二中学校、３番第三中学校、６番の第六中学校、１０番石

川中学校、１１番の横山中学校、１８番の城山中学校、１９番恩方中学校、２０番

川口中学校、２３番由井中学校、２６番七国中学校が学級規模の縮小を選択してお

ります。２７番の浅川中学校につきましては、ティームティーチングを選択してお

ります。２５番みなみ野中、３２番南大沢中、３３番宮上中は少人数指導を選択し

ております。 

今年度の私学入学者につきましては、小学校は１．２パーセント、中学校では１

１パーセントとなっております。 

全体的な児童数は微減となっておりますが、学級数につきましては、学級編制上、

上限数をわずかに超えるなどの理由によりまして増学級となっております。生徒数

につきましても、２００名近い減となっておりますが、全体的に減となっているた

め、大きな学級数の減とはなっておりません。 

引き続き、平成２９年度の新入学の事務につきましても開始しております。今後

も児童、生徒の人数を確実に把握しながら、事務のほうを進めていきたいと考えて
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おります。あわせまして、この時期に居所不明児の調査も行っております。現在、

調査中のため、詳しい数につきましては御報告、後日にさせていただきたいのです

が、入管調査ですとか現地調査のほうを行いまして、確実に所在について確認をし

ていきたいと考えております。 

続きまして、３、特別支援学級、児童数、学級数の御報告をいたします。こちら

も同じように東京都へ届け出を行っております、平成２８年４月７日現在の数とな

っております。 

平成２８年度から新たに川口小学校、長池小学校、別所中学校に固定学級が開設

されております。また第七中学校の学級につきましては休級となっております。 

小学校の情緒障害の通級指導学級につきましては、平成２８年度より特別支援教

室に変更となっております。そのため、通級指導学級は難聴言語の通級のみとなっ

ております。小学校の固定学級は２３校、児童数３６６人、対前年度比プラス３６

人、学級数は５８学級、対前年度比プラス１１学級となっております。小学校の通

級学級の難聴言語は６校で、児童数２１９人、対前年比プラス４８人、学級数は１

４学級、対前年比プラス２学級となっております。 

中学校の固定学級は、学校数１５校で、生徒数２３３人、対前年度比プラス１人、

学級数は３５学級、対前年度比プラス１学級となっております。中学校の通級学級

は９校で、生徒数は１８０人、対前年度比プラス３９人、学校数は２２学級と対前

年度比プラス４学級となっております。 

続きまして、その裏面、５ページ目をご覧いただければと思います。こちらが特

別支援教室になります。学校数は拠点校となるのは１６校、児童数５６６人。参考

までに、昨年までの情緒障害等の通級指導学級の在籍児童数と比較すると、プラス

１０８人となっております。備考欄にございます、平成２８年新設学級と記載され

てあるものが、今年度の新設校となっております。 

続きまして、学校選択制の実施につきまして、御報告させていただきたいと思い

ます。学校選択制の結果についてという資料をご覧いただければと思います。まず

１ページ目が、全体の総括表となっております。小学校は新入学児童数４，５９０

人。そのうち、指定校以外の学校を選択された方が７７５人、割合は１６．９パー

セント、対前年比０．５パーセント増となっております。 
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次に、中学校は新入学生徒４，２９７人。そのうち、指定校以外の学校を選択さ

れた方が９４９人、２２．１パーセント、対前年比１．８パーセント増となってお

ります。 

学校選択された方のアンケートについて、選択した理由として、やはり小学校は

通学の距離、兄姉が通っている、子どもの友人関係の順番となっております。これ

は選択制を導入してから、ほぼ同じような傾向となっております。また、中学校の

場合、子どもの友人関係、通学の距離、安全、兄姉が通っているという順番となっ

ております。 

また、学校選択をする際、学校の情報をどのように得たかということにつきまし

ては、小学校では学校公開に参加してが最も多く、次に友人・知人に聞いてとなっ

ております。中学校では本人、友人・知人に聞いてが多く、次に学校公開に参加し

てという状況でございます。こちらも、ほぼ例年と同じような理由となっておりま

す。指定校と選択した学校との距離についても、小中学校ともに選択校のほうが近

いというような回答になっております。 

次に、２ページ目になりますが、こちらは学校ごとの集計表となっております。

こちら許可区域を含むものと許可区域を除いたもの、両方の選択結果が出ておりま

す。また、右側のほうには昨年度の状況を掲載してございます。 

なお、小学校につきましては第十小学校、４８番のみなみ野小学校、４９番みな

み野君田小学校、５０番七国小学校、５３番の由木中央小学校、５４番の由木東小

学校、６８番長池小学校、６９番の鑓水小学校は受け入れ教室や区域内の開発に伴

う児童の増加が予測されることから、学校選択の除外校と指定しております。 

３ページ目が、中学校の学校選択の集計になっております。同じように、３６番

松木中学校が受け入れ教室数の不足から学校選択除外校となっております。学校選

択につきましては、現在実施しているアンケート調査につきまして、調査項目を増

やすことを今検討しております。より学習者本人にとってよいものになるよう、努

めてまいりたいと考えております。今後も児童、生徒の変化に注視しながら、適切

に制度の運営を行ってまいりたいと思います。 

報告は以上となります。 

○安間教育長  報告が終わりました。本件について、御質疑はございますか。 
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○星山委員  学級編制のところで、やはりすごく全体的に子どもの数が減っているのに

支援学級に通うお子さんと学級数が物すごく増えているのですが、このあたりのこ

とに関して、今後の見通しであるとか、特にこんな理由があるとか、そのあたりの

ことをもし御存じでしたら、参考に教えていただければと思います。 

○穴井教育支援課長  これは児童数が減っているのに特別支援学級のお子さんたちが増

えているということですが、やはり特に保育園、幼稚園のうちから早期発見という

ことで、保護者の意識も高くなっていますし、保育園、幼稚園の支援体制も確立し

ていく中で、入学時に就学支援シートを持ってくるお子さんたちも増えています。

そうした中では、早い段階から支援に入る体制になってきたのかなというふうには

思っています。 

それから、今後ですが、今年度から特別支援教室が開始されました。それによっ

て、通級のために保護者が送り迎えをしなくても、自校で支援が受けられるような

体制になりますので、さらに特別支援教室の対象児童は増えていくことが予測され

ています。今年度についても、もう就学相談調整会議の説明会を４月末に行ったの

ですが、その時点でもう教育センターの大会議室がいっぱいになるほどの保護者の

方がお見えになりました。その後も、就学相談の件数が昨年と比べると倍ぐらいに

なっている状況ですので、早い段階で保護者が動いているということもありますが、

ますます増えてくるということが予測されますので、学級の先生たちの専門性の向

上ですとか、体制の整備を充実していきたいというふうに思っております。 

○安間教育長  いかがでしょうか。よろしゅうございますか。 

ほかに御質疑ございますか。 

○輿水委員  教えてください。学校選択の理由の中で、一番安全安心とか、家に近いと

かが選ばれたというのは親の思いとして当然だと思うのですけれども、特色ある教

育活動、特に小中連携ですね。これから本市も進めていこうとしている小中連携校

を選んだ人たちの思いとか、または選んだ人数といいますか、それはどうなのでし

ょうか。これから第六小もいずみの森ということになるわけですけれども、そうい

うところのデータというか、それはつかんではいらっしゃいませんか。 

○安間教育長  学校別にという話なんですが、そこまでしていますか。 

○山田教育支援課主査  申し訳ございません。まだ、そこまでのデータをつくり込みし
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ておりませんので、今回こういったお話がございますので、この後ちょっと作成し

ていきたいなと思います。 

○輿水委員  忙しい中、これだけのデータも大変だったと思いますが、やはり施策に生

かすデータが欲しいなというふうにも思いましたので、特に小中連携校に対して、

地域の方、また周辺の方がどういうふうに期待をしていらっしゃるのか、不安を持

っていらっしゃるのか、それも知りたいなというところでございます。全部の学校

をというのではなくて、特にちょっとそこを焦点化して、つかんでいただけたら嬉

しいなと思います。要望です。 

○安間教育長  ありがとうございます。いずれ小中一貫教育や義務教育学校のことにつ

いては、この教育委員会で議論をしますから、それぐらいまでに、できれば仕分け

してまとめておいてください。 

○村松委員  今の輿水委員の御発言に付随してなのですが、私の住んでいるところが明

神町なので、第一小、第三小、第四小、第六小のいずみの森ですね、その辺の地域

で私がわかっているだけでも三つ大型のマンションが建つという計画を聞いていま

す。多分こういうのを把握しているのは都市戦略課さんになるんですかね。そうい

うところと連携しながら、どういうところでまた増えそうなのかとか、御検討とい

うか情報を仕入れていただくということも必要だと思うのですけれども、そうなっ

てくると、来年度２９年度は、またこれ新たに除外校というのが増えていくんでし

ょうか。 

○山田教育支援課主査  今お話がございました開発につきましては、開発指導要綱の中

に入居時期の調整という項目がございまして、２００世帯以上のマンション等です

と、必ず私どもの窓口に来るような形になっております。それに基づいて、事前に

把握できてまいりますので、そういった後は建物の部屋の大きさですとか価格帯を

聞いたりしまして、発生率を予測して、その後に指定除外にするかどうかというと

ころも検討して進めております。２９年度につきましては、まだすぐに入居という

ような形には多分ならないかと思われますので、この後、そういった状況が出てく

る場合もあるかもしれないのですが、それにつきましては、教育委員会の中で関係

部署と調整しながら適正に進めておりますので、時期が来たときに、直近で締める

というような形になってくるかと思います。 
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○安間教育長  よろしいですか。 

○村松委員  はい。 

○安間教育長  ほかに、この件についてございますでしょうか。よろしゅうございまし

ょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  数字の御報告をいただいたということでございますので、また御指摘踏

まえて、データの分析等は工夫をしてまいりましょう。 

    教育支援課から、引き続いて３点目、平成２８年度八王子市奨学生の決定につい

て。こちらを御報告願います。 

○穴井教育支援課長  それでは、平成２８年度八王子市奨学生の決定について、御報告

をさせていただきます。詳細については、担当の岡部主査から説明いたします。 

○岡部教育支援課主査  平成２８年度八王子市奨学生の決定について、御報告いたしま

す。 

八王子市奨学金は、高等学校等に在学し、成績良好、心身健全にして、経済的理

由により就学困難な方に対して奨学金を支給する制度でございます。奨学金の支給

額は月額１万円で、支給期間は高等学校等の在学期間中となっております。 

今年度の募集に当たりましては、市立中学校の３年生全員に募集のお知らせ、チ

ラシを配布するとともに、市のホームページや、昨年の１２月１５日号の広報に募

集記事を掲載いたしまして、市の事務所や市民センターなどにポスターを掲示いた

しました。 

募集期間につきましては、今年平成２８年の１月２９日までとしておりました。 

それでは、お手元にお配りさせていただいています資料をご覧ください。 

１の一般奨学生についてでございますが、（１）選定結果としまして、申請者は

２２１名で、そのうち選考基準を満たしていない１４名を除いた２０７名が選考対

象者になりまして、１２０名を決定者、８７名を補欠者としてございます。 

（２）選定方法でございますが、評定平均値・学校所見・家庭状況等を得点化し

まして、平成２８年、今年の３月２２日に開催しました奨学審議会の審議を経て、

上位１２０名を決定しているところでございます。 

支給内容につきましては、先ほど御説明したとおり、月額１万円でございまして、
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平成２８年４月から卒業までとなってございます。 

（４）に申請者と決定者の状況を、参考にお示しさせていただいております。ご

覧いただければと思います。 

次に、次ページでございます。２の一般奨学生（中途採用）でございます。こち

ら高等学校等に在学中で、高校進学後に経済的理由から就学が困難となった方を対

象として募集をしてございます。募集方法はホームページ、広報等で行っておりま

す。 

（１）選定結果でございますが、募集５名に対して９名の申請があり、奨学生と

して５名を決定したところでございます。 

（２）の選定方法でございますが、こちらも先ほど御説明させていただきました

一般奨学生と同様にはなってございますが、中途採用者につきましては、申請基準

として中学校３年生時の評定平均と、あと現在は高等学校に在学している部分の評

定平均も対象としてございます。 

（３）の支給金額でございますが、こちらも月額１万円で、同じでございます。 

（４）に申請者と決定者の状況を参考にお示しさせていただいております。 

続きまして、次ページでございます。３の特別奨学生でございます。特別奨学生

につきましては、八王子市の奨学生のうち、高等学校第２学年に在学し、特に成績

の優秀な方に対して、月額１万円の奨学金のほかに３，０００円を加給する制度を

行っております。 

（１）選定結果でございますが、高等学校第２学年の奨学生を対象に募集を行っ

たところ、６５名から申請があり、２４名を決定しているところでございます。 

（２）の選定方法といたしましては、高等学校第１学年申請時の評定平均値の高

い順に序列をつけ、決定しております。 

（３）支給内容でございますが、先ほどの御案内のとおり、月額１万円にプラス

して３，０００円を加給する形で支給をする形になってございます。 

（４）に申請者と決定者の評定平均値です。こちらのほうの情報をまとめてござ

います。 

次に、次ページになりますが、八王子市奨学金に関するアンケート調査でござい

ます。こちらにつきましては、平成２７年度の卒業予定者の方に対してアンケート
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調査を行ってございます。４ページ目と、次ページの５ページ目がお願いしました

アンケート用紙になってございます。 

次の６ページ目でございますが、こちらが配付したアンケートの集計の結果でご

ざいます。配付は１２７人にさせていただきまして、１２２人から回答をいただい

て、多くの方に御協力をいただいております。 

２の奨学金の使い道についてでございますが、こちらは公立学校、私立学校で違

いが見られまして、公立学校では、やはり通学費や学校行事などに使われている割

合が多くなってございます。私立高等学校につきましては、授業料が一番大きな、

多くの使い道になってございます。 

３の奨学金の希望支払い回数につきましては、大多数の方が毎月の支払いを希望

されています。 

４の市の、こちらの奨学金以外の制度の利用につきましては、１０人の方が東京

都育英資金ですとか、受験生のチャレンジ支援、こちらのほうを併用して活用して

いただいているところでございます。 

次ページでございます。５の学校生活で特に力を入れて取り組んだことがどうい

うことかということですが、こちらは箇条書きにさせていただいていますけれども、

やはり一番多いのが勉強と部活動の両立や、学校行事が大多数を占めてございます。 

６の卒業後の進路でございますが、こちらのほうは全体のうちの８０パーセント

以上が進学という形を取っていらっしゃいます。 

７の将来の目標でございますが、こちらは分野としましては、医療・福祉、それ

からサービス業や教育関係、教員のほうに進みたいという方が多く占めていらっし

ゃいます。 

最後に８ページでございます。こちら８番のほうですが、こちらに自由意見とい

う形でいただいたものをまとめさせていただいています。ほとんどが制度そのもの

に対して、よいというふうに判断していただいている御意見でございますが、制度

とは別に金額の部分とか、金額以外の部分での御要望も若干ですがいただいており

ます。こちらの８ページ目の真ん中あたりから代表的なものを載せさせていただい

ております。 

説明は以上でございます。 
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○安間教育長  報告が終わりました。本件について、御質疑はございませんか。 

○輿水委員  単純な質問です。３番の特別奨学生を、高等学校第２学年の生徒を対象に

しているのはなぜですかというのが一つ質問です。 

○岡部教育支援課主査  こちらは当初、入学のときに一般奨学生ということでお受けい

ただいている方を決めているのですけれども、受けていただいている中で優秀な方

という部分になりますので、高等学校１学年に在学しているときの成績を見させて

いただいてという方で、２学年からお受けいただくという形でしています。 

○輿水委員  わかりました。この八王子市奨学生のうちというのを読み込んでいなかっ

たので。 

○岡部教育支援課主査  申し訳ございません。 

○輿水委員  いや、私が悪いのです。だから、一般奨学生に入っている人の中の優秀な

人と、そういう意味ですね。 

○岡部教育支援課主査  はい。 

○輿水委員  理解いたしました。 

○安間教育長  よろしゅうございますか。ほかに何かございますか。 

○和田委員  一般奨学生の１２０人を上から選定していくわけですよね、得点化したも

のを。ボーダーになった学生たちというか対象者というのは、どの辺のところがボ

ーダーになっていくんですかね。得点的にはもう出てくるんですけれども、学力の

得点とか、あるいは家庭状況による得点だとか、その辺のところ、何かボーダーを

切るときに苦慮されている点みたいなものがございますか。 

○岡部教育支援課主査  ボーダーのところでございます。一つは評定平均値が入ってく

るわけでございますが、委員のおっしゃるように総合得点につきましては評定平均

値とは別に家庭状況の得点ですとか、あと学校評価ですね。そこが入ってくるんで

すけれども、例えば、今年度でいいますと評定平均値は大体ボーダーとしては３．

３から４ぐらいの方が線引きになっていまして、あとは家庭状況の得点の部分なん

ですけれども、ここは多いのが母子家庭の方でございます。母子家庭の方、一人親

家庭の方については、１０点プラスが入りますので、今回のボーダーのところの方

の部分では、評定平均値とさらに家庭状況の一人親家庭の方の得点が入った方が並

んでいますので、差としては、やはり評定平均値の部分での差のところで切り分け
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になっているところが大きい形です。 

○和田委員  わかりました。ということは、家庭の状況については、かなり網羅されて

いて、得点の評価のところで差がついているという、それはやむを得ないと、そう

なっているとね。わかりました、ありがとうございます。 

○安間教育長  他にございますか。 

一つ確認といいますか、説明していただきたい。返還の方法はどうなっています

か。 

○岡部教育支援課主査  申し訳ありません、こちらの奨学金につきましては給付型とな

ってございますので、通常、資格要件に該当されている限りは、特にこちらで支給

させていただいているのを使っていただくという形になってございます。ただ、中

に資格要件を途中で欠いたりした場合には、そこまでの給付で止まっている分には

問題ないんですけれども、もしお支払いしている部分についてはお返しいただいて

いるという形を取らせていただいています。 

○安間教育長  ありがとうございます。よろしゅうございましょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告を承っておきます。 

    続きまして、指導課から御報告をお願いします。 

○中村指導課長  「（仮称）八王子市いじめ防止対策推進条例」の制定について、金子

主査より報告させていただきます。 

○金子指導課主査  仮称になりますが、八王子市のいじめ防止対策推進条例の制定につ

いて、御説明します。 

平成２５年度に交付、施行されました「いじめ防止対策推進法」を受け、八王子

市としては、平成２６年３月２０日、八王子市いじめ防止基本方針を策定いたしま

した。今年度、八王子市全体で児童・生徒のいじめ防止に向けた取り組みを行うた

め、教育委員会事務局と市長部局とも意見調整を行いながら、いじめ防止対策推進

条例を制定していきます。 

次に、条例制定に向けた検討委員会の設置についてです。八王子市いじめ防止対

策推進条例は、市、学校及び学校教職員、子ども、市民等の責務や役割を明確にす

ることで、いじめ防止に対する意識が高まり、八王子市全体でいじめ防止に向けて
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の取り組みを行うことにより、子どもが安心して生活し、健やかに成長することが

できる、いじめのないまちの実現を目指すことを目的としております。そのため、

学識経験者、法律、医療、福祉、心理などにかかわる専門科、地域の関係者、学校

関係者などの方々から広く意見を求めるために、検討委員会を設置し、そこで条例

制定に向けて検討してまいります。また、いじめ防止基本方針の見直しも、条例制

定にあわせて行ってまいります。 

今後のスケジュールについては、資料にお示しさせていただいておりますが、教

育委員会定例会、いじめ防止対策推進会議、検討委員会にて報告をさせていただき、

パブリックコメントを行い、平成２９年第１回市議会定例会に上程してまいります。 

説明は以上でございます。 

○安間教育長  報告が終わりました。報告の趣旨は、このような検討委員会を設置して、

このような大まかなスケジュールで進めていきたいと、そういう趣旨の報告でござ

いました。 

何か御質疑はございますでしょうか。 

こういった検討委員会を設置して進めていくというのは既定路線ですので、この

辺はよろしい。あと委員の皆様には、今後これが進み始めましたら、この条例の中

身であるとか、そういったものについては、またどこかで議論させていただければ

というふうに思いますので、よろしくお願いいたします。よろしゅうございましょ

うか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告として承っておきます。 

    続いて、スポーツ振興課から報告をお願いします。 

○坂口スポーツ振興課長  それでは、本市にゆかりのある選手がオリンピック・パラリ

ンピック競技大会に出場する際の応援基準や内容について、野村主査のほうから報

告させていただきます。 

○野村スポーツ振興課主査  それでは、オリンピック・パラリンピック競技大会におけ

る本市に関係する選手の応援について、報告いたします。 

まず初めに、本報告事項の内容につきましては、先月２５日、都市経営戦略会議

にて、都市戦略部及び生涯学習スポーツ部の共同提案にて付議し、決定された内容
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でございます。 

それでは、まず資料をご覧いただきたいと思います。１の趣旨でございますけれ

ども、本市に関係する選手の出場について、応援基準や応援方法を定め、地元選手

の活躍を通じて市民に誇りや愛着を醸成するとともに、スポーツの推進に寄与する

ものでございます。 

続きまして、どのような選手をどのように応援していくのかということでござい

ますけれども、そちらが２の応援の対象者、続きまして、３、応援の内容に記載し

てございます。 

それでは、わかりやすくまとめております３の、こちら表をもって説明させてい

ただきたいと思います。まず八王子市の出身者、具体的には義務教育期間を本市で

過ごし、地域に関係の深い選手につきましては、市が主体となり横断幕、懸垂幕の

掲出及び広報はちおうじへの掲載をすることを必須事項としております。また、地

元の後援団体が組織されることを条件に、そして後援団体が主体となって実施する

場合におきまして、壮行会、パブリックビューイングの後方支援、こちら具体的に

は会場調整、あとは広報等による周知を市が行うこととなっております。 

続きまして、市内在住・在勤・在学者、こちら具体的には本市出身ではございま

せんが、本市による応援を受ける意向がある選手につきましては、市が主体となり

横断幕、広報はちおうじへの掲載のみ必須事項として、実施するものとしておりま

す。 

また、メダルの獲得の場合につきましては、八王子市内出身者、市内在住・在

勤・在学者、こちらともに凱旋パレードを実施する予定でおります。 

続きまして、４、出場が決定した選手でございますけれども、市内出身者といた

しまして、女子柔道の中村美里選手。同じく女子柔道の田代未来選手。そして、セ

ーリング女子の吉田愛選手が決定してございます。また、市内在住・在勤・在学者

の選手としまして、法政大学に在学の水泳女子で、青木智美選手が決定しておりま

す。 

最後に、５の今後のスケジュールについては、記載のとおりとなっております。 

報告は以上となります。 

○安間教育長  報告が終わりました。御質疑はございますでしょうか。 
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○輿水委員  知らなくてごめんなさい、パブリックビューというのはどういうことです

か。 

○野村スポーツ振興課主査  こちらパブリックビューイングについてでございますけれ

ども、こちらは例えばなんですけれども、地元出身の体育館で映像施設を仮設で用

意しまして、ライブでその試合の中継を皆さん、地元の方にご覧いただくというよ

うな、そんな催しになっております。 

○輿水委員  わかりました、ありがとうございます。 

○安間教育長  よろしゅうございますか。 

○輿水委員  はい。知らなかったです。 

○安間教育長  いえいえ、こういうところで大きな。 

○輿水委員  それは見たことがあります。 

○安間教育長  そうですね。いずれにせよ、我々も立場を超えて全力で応援をしてまい

りましょう。 

もう一つだけ、これはリオのことを想定されているんですけれども、例えば、今

市内の小中学生で、４年後の東京オリンピックに期待できるような方なんていうの

は把握されているのですか。 

○野村スポーツ振興課主査  そちらの情報につきましては、具体的には市内の中学校、

打越中学校を卒業され、現在東京高等学校に在学中の生徒さんで、陸上で期待され

ている選手が２名ございます。そのほかには、市内中学校在学で活躍している選手

も何人かございまして、例えば、馬術ですとか自転車のＢＭＸ、あとはテコンドー

で各種大会で実績を上げている生徒さんがいるという情報はつかんでおります。 

以上です。 

○安間教育長  ありがとうございます。楽しみにしたいというふうに思います。こちら

はよろしゅうございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  それでは、報告事項が終わりましたが、他に何か報告する事項はござい

ますか。 

○廣瀬学校教育部長  ございません。 

○安間教育長  それでは、これで公開の審議は終わりますが、委員の方から何かござい
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ますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○安間教育長  ないようであります。 

それでは、ここで暫時休憩にいたします。なお、休憩後は非公開となりますので、

傍聴の方は退出をお願いいたします。 

それでは、４０分から再開をしたいというふうに思います。 

〔午前１０時３１分休憩〕 


